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　岩手県上閉伊郡大槌町で、建築準備を

進めていた「AMDA大槌・健康サポート

センター」が11月２目に着工を迎えま

した。13日には上棟式で、昔ながらの餅

投げなどを行い、地域住民の方など約70

名が参加してくださいました。 AMDA健

康サポートセンターとは、「AMDA鍼灸師

による鍼灸室」と「フリースベース」を

併設した複合施設です。フリースベース

は、地域のコミュニティースベースとし

て、「集いの場」「チャレン 佐々木鍼灸師巡回治療の様子 大勢来てくださった上棟式

ジショップ」「サークル活動」「カルチャー教室」「放課後の　　回鍼灸治療で鍼灸師が訪れることは、鍼灸効果だけでなく、

学生の自習スベース」「宗派を超えた宗教卓話の時間」など　　安心を届けるという意味でも大変評価されています。同セン

住民が気軽に活用でき、「大槌町民の健康を支援する、笑顔‾

が巣う場所」をコンセプトに計画を進めています。また「鍼

灸室」では、震災後からAMDAの医療チームに加わり、現

在も巡回鍼灸治療を行っている大槌町在住の佐々木鍼灸師が

施術を行います。毎月のべ100入程度の治療活動を行って

います。仮設住宅に入居後、孤立しがちな高齢者も多く、巡

ターは12月中旬の開所を目指して建築を進めています。

　また、７月から看護師派遣の支援を実施していた宮城県本

吉都南三町志津川病院に対して、10月からは、地元の看護

師の継続雇用支援を行うことを決め、同病院に対してその支

援金を、看護師の雇用に合わせて毎月贈呈しています。そし

て、12月と１月には、地元の方が休めるよう再び短期の看

講師等の派遣を行います。

に深く敬意を衷し、被災地区の家々

の早期再建を衷心より祈念中し上げ

ます。

　訪日中の門川省代表団が、11月15

日岡山のAMDA本部にお越しになり、

2008年の門川省大他言はじめ数々の

門川省での緊急医療支援活動に対し

て感謝状と記念品を贈呈くださいまし

た。また、当時AMDAが活動した被

災他邦圧服（とこうえん）の小学生ら

から日本の東北被災他の子どもたちに

と折鶴の東を託されました。

贈呈式の様子

＜感謝状翻訳文抜粋＞

　多年来、貴会は四川チベット区が大

雪災害にあった際など被災地にて積極

的に救援活動を展開されました。特に

2008年５月12日没川大地震発生後に

貴会はいち早く台湾と連携して緊急医

療救援チームを北川に派遣し医療活動

を展開する一方で華西中医院と共同し

て被災地で巡回診療を行い、その上医

薬用品と医療器械や検査備品などを贈

呈され、我が省の応急救災に対する支

援と復旧再建に突出した貢献をされま

した。AMDAは、我々が甚大な自然災

害に遭遇した際に苦難を共にし、友愛

互助と人道主義精神によって行動され

ることを四川人民は心に銘記していま

す。同時に、今年３月の東日本大地震

後被災地医療救援に即時挺身された苛

波茂先生を代表とするAMDAの皆々様
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　タイからは医師と看護師が東日本大震災被災地岩手県大槌町でＡＭＤＡチームに加わり活動していました。

そして日本トルコ文化交流会からはトルコのミネラルウォーターペットボトルで2.5トンが宮城県南三陸町志津川

のＡＭＤＡ活動地に届けられていました。今度は私たちが出向く番です。「相互扶助」の精神で活動しています。

タイ洪水被災者に対する緊急支援活動

洪水で孤立した村に救援物資を届けるＡＭＤＡ

チームのタイ救援医学会サン会長（右）

　タイでは７月末からのモンスーンと相

次いで通過した台風による豪雨に見舞わ

れ、北部から始まった洪水が中部を経て、

10月半ばには周辺のパトゥムターニー県

とノンタブリー県に達し、アユタヤ県の

ロジャナエ業団地では日本企業の自動車

工場も操業停止に追い込まれました。ま

た、世界遺産に登録されている古都アユ

タヤの遺跡も３ｍ程の水位で水没、首都

バンコクに大災害が追る事態になりまし

た。11月15日時点で560入以上の死者･

行方不明者が出ています。 AMDAでは10

月14日に第一次チーム（医師1、保健師

1、調整員1）、31日に第二次チーム（医

師1､看護師2）、11月20日に第三次チー

ム（看護師1、助産師1、調整員2）計

10入を緊急派遣し、巡回診療や衛生教育

の実施、生活物資支援やライフジャケッ

ト250看・ロープなど救命用具の提供な

ど、被災地域のニーズに合わせた様々な

活動を行っています。

　11月18日時点て、バンコク市内は洪

水被害のピークを越えたものの、バンコ

ク北部や西部、周辺県では未だ１メート

ル以上浸水している地域もあり、排水の

問題などから、タイ政府は、被害が長期

化するとの見通しを示しました。また洪

水による感染症の発生や長期に渡る避難

生活による体調不良などが懸念されてい

ます。 11月20日に発つ第３次医療チー

ムはタイの医師と日本からの看護師、調

整員でAMDA多国籍医師団を編成して

ボートを使って巡回診療する予定です。

　第一次チームが実施したナコンサワン

県の孤立した地域へのAMDAの支援活動

に対して、同県チュムセン郡クーイチャ

イの行政組織から礼状をいただきました。

また第２次チームの活動時には学生の安

否確認で現地入りしていた岡山犬学・国

際センターの小川秀樹教授とタイに留学

中であった岡山大学法学部法学科４年・

一政あかりさんの協力を得て、岡山大学

との連携協定に基づき活動を充実させる

ことができました。

■実施協力団体

バンコク総合病院、ラチャヴィティ病院、

タイ救急医学会

◆バンコク総合病院の医師１名と看護師

２名が、岩手県上閉伊郡大槌町の大槌高

校避難所等でのAMDAの活動に参加しま

した。

■派道者

第一次チーム

古谷　清久：皮膚科医師／千葉県在住

武田　未決：保健師／岡山県往往

大政　朋子：調整員/AMDA本部プロ

　ジェクトオフィサー／／岡山県在住

第二次チーム

日下　琢雅：医師／愛知県往往

　東日本緊急医療支援（岩手県大槌町）に参加

　　水につかりながら車から救援物資を

　　運び出すAMDAチームメンバ一ら

山路　未来：看護師／兵庫県在住

　東日本犬緊急医療支援（宮城県南三陸

　町）に参加

中井　隆陽：看護師／大阪府在住

第三次チーム

米田　恭子：助産師、看護師／東京都在住

　東日本緊急医療支援（岩手県大槌町）に参加

柴田　幸江：看護師／兵庫県在住

山川　路代：調整員／理学療法士／岡

　山大学大学院医歯薬総合研究科（博士

　課程在籍）／岡山県在住

大政　朋子：調整員/AMDA本部プロ

　ジェクトオフィサー／岡山県在住

フィリピン洪氷緊急医療支援活動

　　　　　リザール州での医療活動

　９月下旬に17号、19号と一週間のう

ちに立て続けに２つの台風に見舞われた

フィリピンではルソン地方中部のブラカ

ン州、パンパンガ州を中心に31の州に

被害が発生する深刻な事態となりました。

AMDAは10月３日に第一次派遣として

本部から調整員１名を

派遣、６目にはフィリ

ピン軍医療班とフィリ

ピン沿岸警備隊と合同

で、外科・内利一眼科

各医師、セラピスト、

薬剤師ら60名の医療

チーム編成による、リ

ザール州キサオ町での

診療活動を実施し908

人の患者診察及び投薬

を行いました。４目と

９目には、ブラカン州内で沿岸警備隊と

合同で食糧の配給も行いました。これに

続き、10月22日には再び本部から調整

員１名をマニラに派遣し、AMDAフィリ

ピン支部、イースト大学、パンパンガ農

業大学と合同で、医師・看護師・歯科医

やイースト大学の学生ボランティアら50

人から成るチームを編成し、マニラ首都

圏から車で２時間北上した阿州マガラン

町サント・ニンニョ村で医療・歯科ミッ

ションを行い、410人の診療を行いまし

た。被災他の中でも厳しい状況にあるこ

の地域では、呼吸器感染症、皮膚疾患、

ぜんそくや呼吸困難などの症状が多くみ

られました。
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　　活動中の渕崎医師（右）と大類医師（左端）

　10月23日、マグニチュード7.2の地

震がトルコ東部で発生し死者約600入を

超える災害となりました。 AMDAでは医

師２名調整員１名のチームの派遣を同日

決定。チームは24日に関西空港を発ち

25日には地震被災地ワン県エルジシュ

に入り、臨時医療施設となった体育館で

の医療活動に従事しました。外科医であ

る人類隼人医師と、内科医の渕崎祐一医

師のコンビネーションでそれぞれの専門

性を遺憾無く発揮し救急医療活動を29

日まで行いました。調整員には、日本ト

ルコ文化交流会から日本在住のクルド系

トルコ大アフメット氏の参加により現地

NGOとの連携もスムーズに進み、被災地

に到着してすぐに活動を開始することが

できました。　トルコの緊急援助隊は優秀

で、東日本大震災でも活躍しました。救

急医療の必要が落ち着いてきたところで、

第一次派遣チームは31日に帰国しまし

た。今後AMDAはクルド大の多く住む被

災地の復興ニーズ調査チームを派遣し、

幼児の救急処置を終えた大類医師(右)と渕崎医師(左)

………………………ﾐ｡ｬ｡ンマ｡・中窟3洪･水被災者に対する緊急支援活動｡……

　　　　ロープにつかまり避難する村人

　ミャンマー中部では、10月17日から

降り続く雨に加えて19日夜から急激な

豪雨に見舞われたことにより、エーヤワ

ディ川の支流が増水し周辺地域に深刻な

洪水被害が発生する事態に至りました。

パコク郡においては121名の死者（パコ

ク郡行政発表）と、収穫前の農作物、播

種前の種子や家畜など、人々の生計に直

接的かつ広範囲にわたる被害をもたらし、

またパコク郡中心部と地方とを結ぶ幹線

道路の路肩、枯川に架かる橋、また用水

路の斜面が崩れるなど、社会インフラヘ

の被害も深刻です。被災地域が、AMDA

社会開発機構が従来活動しているパコク

郡地域であることから、AMDAグループ

では災害発生直後から現地スタッフによ

る被害状況調査を行ったうえ、パコク部

行政官や保健局等関係諸機関と連携し、

第一次配布として10月30目より従来

のプロジェクト対象地とその周囲７材、

286世帯、7､345人の被災者に対して、

浄水フィルター、毛布、懐中電灯、衛生

セット（タオル､石鹸､コップ､歯磨き等）

などの支援物資の配布や、パコク部保健

局からの要請に基づき仮設診療所で用い

る医療機材等の供与も行いました。

　第二次物資配布として、再度９日に物

資の調達を行い、第一次配布が十分行き

届かなかった９材の合計1､669世帯の内、

家屋が流されたなどの特に大きな被害を

被った90世帯に対して衛生キットを配

布しました。

　心配された呼吸器感染症の蔓延は、今

のところ発生していないものの、今後寒

さが増すにつれ、深刻な事態にならない

よう細心の注意を要します。

　11月１日及び２日にAMDA社会開発

機構の鈴木俊介理事長と同機構現地事務

所の鈴木枠調整員が、ミャンマー保健吉

公衆衛生局職員、バコク部保健局次長、

マグウェ地域（旧称マグウェ管区）次官、

パコク部長官、岡部保健局長らと面会し、

復興プログラムを策定し、支援活動を実

施していく予定です。引き続きご支援を

よろしくお願いします。

・実施協力団体

　日本トルコ文化交流会、キムセヨクム

(トルコのNGO/そこに誰かいますかの意味)

◆日本トルコ文化交流会は、震災後イン

フラの復興が遅れ深刻な水不足にあった

AMDAの活動する宮城県南三陸町に水を

ペットボトルで2.5トン運んで来てくれ

ました。その時、受け取りを行ったのが

大類医師でした。

Ｉ派遣者（10月24日～31日）

人類　隼人　医師／神戸市在住　兵庫医

　科大学病院　呼吸器外科　東日本犬震災

　緊急医療支援（宮城県南三陸町）に参加

洲崎　祐一　医師／福岡市在住

　松尾内科病院　内科　東日本大震災緊

　急医療支援（宮城県仙台市）に参加

イュルディス　アフメット　調整員／人

　阪府在住　日本トルコ　文化交流会

配布した支援物資についてパコク郡保健局長に

説明するＡＭＤＡ-ＭＩＮＤＳ鈴木理事長

被災情報共有を行うとともに、今後の支

援予定と相互の役割などについて協議し

た際、同国政府は簡易仮設家屋の建設や

食料支援などの用意かおることを表明し、

AMDAは以下の支援活動を実施すること

を表明し、協力体制の維持と強化に努め

ることを改めて確認しました。

1.ニーズを確認しながら、引き続き毛布

や衛生キットを調達し、被災村に配布する

2.今後気候が涼しくなりまた乾燥度も増

すことから、呼吸器感染症の蔓延を防止

するため、抗生割などの備蓄に協力する

3.地元自治体が支援する仮設家屋の建設

に伴い、トイレなどの付帯施設の建設及

びその活用に協力する

　引き続き皆様からのご支援をお願いし

ます。



ＡＭＤＡジャーナルー多様性の共存－　ダイジェスト

　　　各男子ｻｯｶｰﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰら

■スリランカ紛争の歴史と実施の経緯

　スリランカは目本の四国程度の小さな

島国です。しかし、異なる宗教を信仰す

る異なる民族「シンハラ人」「タミル人」

「イスラムタミル人」の間で、26年もの

あいだ内戦状態が続きました。 2002年

から2007年の開は停戦合意がなされ平

和が訪れたように見えました。 AMDAは

この間（03～06年）、スリランカ医療和

平事業を３地域で実施しました。が、そ

の後停戦合意は破られ再び内戦状態とな

り2009年に終結しました。特に最後ま

で戦闘区域となったタミル人居住地域で

ある北部では内戦の爪痕が大きく残り、

未だインフラや教育を受けられる環境が

整っているとは言い難い状態です。お互

いの文化を知ることから相互扶助が始ま

ります。その第一歩を踏み出すことは当

事者だけでは難しいものです。和平構築

に積極的にかかわった日本のAMDAから

再び３グループの交流を呼びかけること

にしました｡同国では､医療和平事業の他、

洪水緊急救援や（2004年）無料白内障

手術（2011年）などを実施しています。

■スリランカスポーツ＆アート

　プロジェクト実施概要

　2011年９月24、25日にスリランカ

北部の都市アヌラダプラにて、タミル人、

シンハラ人、イスラムタミル人の３つの

異なる民族、宗教の10歳から14歳の

４校の学生がスポーツや芸術を通して交

流を行い、総勢159人の学生が参加する

大規模かつスリランカでは初めての試み

となりました。このプログラムによって

スリランカでのスポーツと芸術による和

平プログラムの第一歩が刻まれました。

この大会はAMDA本部とAMDAスリラ

ンカ支が中心となり、スリランカの国

語及び社会総合省（Ministry of Nationa1

Languages and Sociallntegrat沁n）など

の協力を得て、開催が実現しました。９

月24目には男子学生はサッカー、女子

学生はネットボール（注）を行い､スポー
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ツを通じて交流を深めました。また翌日

25日にはアート大会を開催しました。学

生らは、日本の支援者からの色鉛筆やク

レヨンなどを使って、平和なスリランカ

を顔って、それぞれの思いを表現したポ

スターを作成した。また同日には文化交

流プログラムも行い、演劇、ダンスなど

を通して交流を図りました。

　今回招へいの対象となった学生は、内

戦中に生まれ、その中で成長しているた

め、これまで他の民族、宗教、文化に触

れる機会がありませんでした。実際に、

今回参加した学生の大半にとって、自分

だちとは異なる民族、宗教の子どもたち

と触れ合うのは、これが初めてでした。

初めは緊張し、笑顔が少なかった学生ら

も、スポーツや文化交流を通じて、次第

に笑顔が和ぎ、初めて触れ合う異民族、

異宗教の学生らの多様性を理解し、友情

関係を構築することができました。
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　　　　ネットボールする女子生徒たち

・参加者の言葉より抜粋

＊お互いを理解し受け入れることは、特

に紛争後の状況では、平和な国を実現す

るカギとなる。（AMDAが行ったこのス

リランカでのプログラムは子どもたちだ

けでなく、大人にとっても異文化、異民

族間に友情と協調を構築するのに非常に

重要なプログラムとなりました。（AMDA

スリランカ支部長・サマラゲ医師）

＊色々なことがあったけど、このような

機会を作ってくれてありがとう。今まで

生徒は他の民族と接することはなかった

　　　　　　生徒による民族舞踊

けど、生徒たちにとって良い経験になっ

たと思う。僕ら教師にとっても本当に良

い経験だった。（イスラムタミル人の学生

を引率した教師）

＊三民族の生徒それぞれがバスで去る際

に、太鼓を叩きそれぞれの民族舞踊を踊

りだしました。三民族の生徒が輪になっ

て踊っている姿を見て、言葉は違っても

それぞれが何かをこの数日間で感じたの

だと思いました。『平和への一歩はお互い

を知り合うことから始まる』ことを実感

しました。（AMDAインターン石崎千里）

■今後の展開（2012年初頭から実施予定）

　このプログラムを通じてできた絆を、

今後も継続していくために、AMDAでは

「Sustainable communication comPuter

Network among Sri Lanka and JaPan : 日

本･スリランカ中学生ｅコミュニケーショ

ンと平和構築プログラム」を計画してい

ます。一過性の交流に終わるのではなく、

継続可能なものにすべく、それぞれの学

校にインターネットを配備し、SkyPeな

どのツールと使い、学校間、学生間の交

流を行う予定です。さらには、インター

ネット上でアート犬合などを企画し、言

葉を超えての交流を行い、日本の学生、

学校にも参加してもらうことで、相互扶

助のネットワーク、強い絆を作っていき

たいと願っています。本年度実施した、

スポーツ・アートプロジェクトについて

は来年以降、３年をめどに継続して間催

し、順次対象校、対象者を増やし、相互

扶助の精神に基づく絆を広げる構想です。

注）ネットボールとは：バスケットボールによく似

　た女子のみのスポーツ

T 201 1 年も多くの皆様からご支援をいただきまﾝしたこ1とに心より感謝いたでしますa/ｿﾞ………11

レ｢自分は行けない代わりyにAMDAが迅速に直接被災者の緊急救援に行ってくれてありﾚ

J=がとう｣:というお礼のメツセージをご寄付の=際に郵便振替用紙通信欄に書いでてくだざこ

ﾊﾟる方がいらっしやいます｡ｻﾞそういう思いでＡＭＤＡを支援くださる方々が大勢いてぐ

………ださることに改めて思いを馳せつつ、そのお気持ちを大切に､ﾉこれからもAMDAは被

い災地にＪ=直接に迅速にお届=けしてまいり1ます。ＡＭＤＡの活動はすべて民間の皆様から………

=……のご支援により実施しております。来年もご協力のほどよろしくお願い申し上げます○･｡･｡

被災地の皆様のご健康を心より祈りつつ、来る年が穏やかな年であることを念じます。
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